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はじめに

平成28年の『中央教育審議会答申』において、『学習指導要領』の改訂に向けて「主体的・対話的で深い

学び」が提起された。これは、学士課程教育の質的転換において提唱されたアクティブ・ラーニングの視点

を踏まえたものであり、「どのように学ぶか」という学びの質の重要性を意味している。

筆者らは、これまでの研究において、学習の質や内容に焦点をあてる「深い学び」を理論的に解明していく

鍵は、高等教育の授業改革で注目を集めてきた「アクティブ・ラーニング（学習の形態に焦点を当てる）」を

「内的活動における能動性」から捉え直したディープ・アクティブラーニング理論であるとの仮説のもと、尺

度開発の研究を進めてきた。2019年の「音楽科における『主体的・対話的で深い学び』に関する研究（２）」

では、ディープ・アクティブラーニング理論から「深い学び」の構造について言及し、その理論に基づいて音

楽科における「深い学び」の尺度を開発した上で、調査・分析によって一定の結論を得た。本研究は、ディー

プ・アクティブラーニング理論を踏まえて音楽科における「深い学び」の尺度を改善し、調査を実施・分析

することによって音楽科における「深い学び」の質を測定し、尺度を検証することを目的としている。

１．ディープ・アクティブラーニングと音楽科における「深い学び」

アクティブ・ラーニング（active learning）とは、1960〜80年代の米国における大学の大衆化、大学教

育の混乱を背景に（Study Group on the Conditions of Excellence in American Higher Education, 1984）、

ボンウェルとアイソンBonwell＆Eison（1991）が概念化した学習論である。日本の学士教育に導入された後、

グループワーク、ディスカッション、プレゼンテーション等の授業形態ばかりに注目が集まった結果、「活

動あって学びなし」と危惧されたことから、ディープ・アクティブラーニング理論が登場したのである。

１－１　ディープ・アクティブラーニングと「主体的・対話的で深い学び」

ディープ・アクティブラーニングは、「学習の形態に焦点を当てるアクティブ・ラーニングと学習の質

や内容に焦点を当てるディープ・ラーニングを組み合わせて作った（松下,2017,p.78）」概念である。こ

の概念が、平成29年の『学習指導要領』における「『深い学び』の文言に反映されることになった（松

下,2017,p.78）」ことは特筆される。松下（2015）は、ディープ・アクティブラーニングの理論的基盤とし

て、学生の学習をめぐる「深さ」の系譜を「深い学習」「深い理解」「深い関与」の三つに整理している。

＊１ 山口大学教育学部音楽教育選修　＊２ 山口大学教育学部小学校総合選修　＊３ 山口大学教育学部附属山口小学校

＊４ 山口大学教育学部附属光小学校　＊５ 山口大学教育学部附属山口中学校　＊６ 山口大学教育学部附属光中学校
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図１は、これらの三つの深さと「主体的・対話的で深い学び」の構造図である。

【図１　三つの深さと「主体的・対話的で深い学び」の構造図】

１－２　ディープ・アクティブラーニングと音楽科における「深い学び」

筆者らは、三つの深さの中でも「深い学習」のキーワードとなるラーニング・ブリッジング理論（LB理

論）をもとに、初等・中等教育における「深い学び」の構造を明らかにしてきた。

河井・溝上（2012）は、ラーニング・ブリッジングを「①授業外での学習と授業での学習の架橋という

『授業外－授業間のLB』、②ある授業での学習と異なる授業での学習との架橋という『授業間のLB』、③時

間的に異なる複数の学習の架橋（これまでの学習やこれからの学習と現在の学習との架橋）という『異時点

間のLB』」に分類した上で、これらの構造は「一つのまとまりをなしている」と述べている（pp.221-222）。

①授業外での学習と授業での学習の架橋「授業外－授業間のLB」はさまざまな新しい能力の要請、②ある

授業での学習と異なる授業での学習との架橋「授業間のLB」は学習サイクルの短いスパン、③時間的に異な

る複数の学習の架橋（これまでの学習やこれからの学習と現在の学習との架橋）「異時点間のLB」は学習サ

イクルの長いスパンを示している。

【図２　ディープ・アクティブラーニングの構造図と音楽科における「深い学び」】

髙橋雅子他（2019）「音楽科教育における『主体的・対話的で深い学び』に関する研究（２）―ディープ・

アクティブラーニング理論をもとにした尺度開発―」p.13より抜粋
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１－３　音楽科における「深い学び」の授業例

図３は、実際の授業に音楽科における「深い学び」の構造図を適用したものである。

【図３　ディープ・アクティブラーニングの構造図と音楽科における「深い学び」の授業例】

２．音楽科における「深い学び」の尺度開発

２－１　ディープ・アクティブラーニング理論による尺度開発

髙橋ら（2019）は、「音楽科における『主体的・対話的で深い学び』に関する研究（２）―ディープ・ア

クティブラーニング理論をもとにした尺度開発―」において、河井・溝上（2012）のラーニング・ブリッジ

ング理論（LB理論）に基づき、「授業間のLB」、「異時点間のLB」とともに研究の独自性として「音楽科独

自のLB」因子を設定し、３つの因子が確認されるかを調査した。本研究では、2019年の研究において開発し

た尺度を改善した上で、「深い学び」それ自体の質を測定し、効果を検証するための尺度開発を行っていく。

2019年の研究においては、音楽科における「深い学び」の構造図から、まず３つのLBのうち「授業間の

LB」「異時点間のLB」をもとに音楽科に適用可能な尺度を開発した。「授業外－授業間のLB」は音楽科にお

いては具体的な方向付けが難しいことから、尺度開発の項目には入れていない。さらに教科の独自性を測定

するために、「音楽科独自のLB」を開発した。

表１の項目１〜10は、「授業間のLB」をもとに作成した尺度である。項目１〜３は「前回の授業とのLB」、

項目４〜７は「題材（楽曲）のまとまりにおける振り返り」、項目８〜10は「題材（楽曲）における形成的

振り返り」である。

表１の項目11〜16は、「異時点間のLB」をもとに作成した尺度である。

表１の項目17〜28は、「音楽科独自のLB」として作成した尺度である。構造図（図２）においては「自己

や作者の思いや意図－音や音楽のLB」と設定した。具体的には、次のLBをもとに作成している。

　・歌唱や演奏（音や音楽）－自分の思いや意図（項目17・23）

　・作曲者の思いや意図－演奏（項目18・19）

　・自分の感情－音楽の要素（項目20）

　・イメージ－音楽の要素－音楽表現（項目21・22）

　・音楽表現－感情（項目24）

　・曲想－音楽の構造や背景（項目25）

　・イメージ－音楽の要素（項目26）

　・音楽に主体的に取り組む態度（項目27）

　・音環境への関心（項目28）
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２－２　音楽科における「深い学び」の尺度

2019年の研究においては、音楽科における「深い学び」の構造図から３つのLB（「授業間のLB」「異時点

間のLB」「音楽科独自のLB」）をもとに音楽科に適用可能な尺度を開発した。

本研究における尺度項目の改善は用語の精選が中心であり、「授業間のLB（短いスパン）」は「授業」

の用語を中心に項目を見直し、「時期」「演奏や練習」を「授業」「授業（演奏や練習）」とした。また、

「異時点間のLB（長いスパン）」は「学習」の用語を中心に項目を見直し、「勉強」を「学習」とした。

なお、「音楽科独自のLB」の尺度は、2019年に作成した項目をそのまま使用している。

【表１　音楽科における「深い学び」の尺度】
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３．音楽科における「深い学び」の調査結果

３－１　調査方法

本研究の調査方法は、次の通りである。

【調査時期】　本調査は、2019年７月に実施された。

【調査対象者】

　 　本調査の対象者は、附属山口中学校１年生138名（男子69名、女子69名）、２年生103名（男子52名、

女子51名）、計241名。調査への回答に協力が得られたもののうち、回答に不備があったものを除いた

241名を対象者とした。

【調査項目】

　 　本研究では、28項目によって構成される音楽科における「深い学び」尺度を用いた。尺度作成にあ

たっては、髙橋ら（2019）を尺度構成のベースに、LBの機能については河井・溝上（2012）や溝上

（2009）を参考にした。回答は、５件法（当てはまらない１、とても当てはまる５）であった。

【分析方法】　本研究の分析には、R.3.4、SPSS21、SPSS22を用いた。

３－２　調査結果

（１）因子分析　スクリープロット

【図４　調査結果のスクリープロット】

図４は、調査結果のスクリープロットを示している。固有値の減衰率を確認し、本研究では４因子を採用

した。
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（２）因子分析　プロマックス回転，最尤法

表２及び表３に、因子分析の結果を示す。

【表２　因子分析結果】

【表３　適合度指標】

得られたデータのうち、回答に不備がなかった241名分のデータについて因子分析を行った。本研究では、

R.3.4、SPSS21、SPSS22を用いた因子分析を採用した。まず、並行分析を行い、スクリープロットに基づき

４因子を採用した。最尤法、プロマックス回転を行った。累積寄与率は、63.862%であった。なお、適合度

指標は、ω=.868、RMSEA=.069であった。以上の結果を総合して、本研究では、表２を妥当な因子構造であ

ると判断した。
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（３）因子と尺度項目

表４は、因子ごとに尺度項目をまとめたものである。

【表４　因子ごとの尺度項目】

因子の命名は次の通り。

【表５　４因子の命名】

因子１は「関心、楽しみ」の用語から「音楽の楽しさ」、因子３は「必要、役立つ」の用語から「有用

感」、因子４は「いつか、将来の」の用語から「将来の学びとのLB」と命名した。
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（４）因子を実験参加者内要因とする１要因分散分析

図５は、４因子の平均値を示している。

【図５　４因子の平均値】

因子を実験参加者内要因とする１要因分散分析を行った。その結果、因子の主効果が有意であった

（F(3,696)=31.107, p<.01）。主効果が有意であったため多重比較を行った。その結果、「有用感」は他の

因子よりも有意に高く（t(232)=4.436; -10.081, p<.01）、「音楽の楽しさ」と「将来の学びとのLB」は

「音楽科独自のLB」よりも有意に高かった（t(232)=-5.603; 3.697, p<.01）。

（５）男女別の因子の平均値

図６は、男女別の４因子の平均値を示している。

【図６　男女別の因子の平均値】

因子別に性別を実験参加者間とする１要因分散分析を行った。すべての因子において、女子が男子よりも

有意に高い評定値を得た（t(231)=97.281; 106.437; 129.212; 100.874）。
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（６）音楽の学び因子のパス解析

図７は、音楽の学び因子のパス図を示している。

【図７　因子間の重回帰分析結果に基づくパス図】

因子間の重回帰分析を実施し、重回帰分析の結果に基づいてパス図を作成した。

「→」は因果関係、「 」は相関（共変）関係を示しており、数値は「○％の影響力がある」ことを意味

している。

それぞれの因子が因果関係、相関関係があることから、４因子は相互に影響し合う関係であると読み取る

ことができる。

音楽の学びの４因子の関係としては、「音楽科独自のLB」が「有用感」「将来の学びとのLB」に影響し、

「音楽の楽しさ」が「有用感」「将来の学びとのLB」を予測していた。「音楽科独自のLB」と「音楽の楽し

さ」、また「有用感」と「将来の学びとのLB」は共変関係であった。

パス図の矢印から、「音楽の楽しさ」「音楽科独自のLB」はすべての因子に影響を与えることが明らかで

ある。「将来の学びとのLB」は、「音楽の楽しさ」に大きな影響を受ける。一方で、「将来の学びとのLB」

が高まっても、他の因子が高まらないことは興味深い。

結論として、「音楽の楽しさ」の因子が高いほど他の３因子が高まること、数値から「音楽の楽しさ」の

影響力が大きく、音楽科における「深い学び」において「音楽の楽しさ」はもっとも重要な要素であること、

「音楽科独自のLB」と「音楽の楽しさ」を高めることによって他の因子を高めていくことが、音楽科におけ

る「深い学び」の実現に繋がることが明らかになった。

おわりに

本研究では、ディープ・アクティブラーニング理論を踏まえて音楽科における「深い学び」の尺度を改善

し、調査を実施・分析することによって音楽科における「深い学び」の質を測定し、尺度を検証してきた。

分析の結果、尺度は「音楽の楽しさ」「音楽科独自のLB」「有用感」「将来の学びとのLB」の４因子構造

であった。音楽科における「深い学び」において、４因子の中でも「有用感」「音楽の楽しさ」が有意に高

く、すべての因子において女子が男子よりも有意に高いことが明らかとなった。また、それぞれの因子の因

果関係・相関関係から、４因子は相互に影響し合う関係であり、音楽科における「深い学び」において「音

楽の楽しさ」はもっとも重要な要素であること、「音楽科独自のLB」と「音楽の楽しさ」を高めることに

よって他の因子を高めていくことが音楽科における「深い学び」の実現に繋がると結論付けた。

以上の内容を踏まえ、本研究で開発した尺度は一定の妥当性があると結論付け、今後は、この因子構造や

尺度をさらに検討することによって、信頼性（測定の精度）と妥当性（測定された内容が意図したものとど

れだけ一致しているか）を高めていきたい。
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